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レーダーで観測している
その上空でまさに何が存
在するのか？それを測る

「夢のような観測」！

最新型偏波レーダー
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ファースト降⽔エコー
ビデオゾンデ観測

ビデオゾンデ

最新のレーダーとカメラを使って雲の中をのぞいてみよう！

コンピューターを用いた豪雨のシミュレーション

豪雨と災害
入道雲（にゅうどうぐも）
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ゲリラ豪雨災害

2008年7月28日、神戸市の都賀川で、突然発

生し急激に発達した積乱雲によって、鉄砲水が
もたらされ、河川公園で楽しんでいた50名以上
の人が流され、幼稚園児3名を含む5名の人が
亡くなった。笑顔が突然失われた。

5分でも10分でも早い避難情報がどれほど重要
か、初めて愕然と知らされた。
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1. 研究の背景

２. ゲリラ豪⾬のタマゴ

高さ

5km

20km
ゲリラ豪雨のタマゴ
(降水粒子の生成初め)

探知 探知 探知

積乱雲の発達過程

立体観測の有効性

もっと早く予兆を捉えられなかった
のだろうか？

低高度の観測だけでは、積乱雲が
かなり発達してからしか、降雨は探知
できない。

立体観測はより早い時期にゲリラ
豪雨タマゴを探知できる可能性があ
る。
大型レーダーでもタマゴがみえた。
もっと早くみえないだろうか？

高感度・高時間空間分解能の観測
網としてXRAIN（国土交通省の小型
最新レーダー網）が導入された。

大型レーダーで捉えられたタマゴ
とその発達

3. XRAINによる早期探知
たくさんのタマゴ事例

2010年のXRAIN導入後、

たくさんのタマゴを探知
することができた。では、
これらのタマゴは、どうい
うときに発達するのだろ
うか？

⇒渦回転があると発達

上空にタマゴが探知されたときにはまだ、
地上に降雨はもたらされていない

４. 国⼟交通省の現業システム

円にマウスカーソルを合わせ
ると豪雨危険度の統合指標値

や最大渦度等を表示
豪雨危険度ランク（豪

雨の卵）

新たに発生または急発達中
のセルは円が点滅

組織化するなどして、追
跡できなくなった場合は、
最終的なランク色で点線

表示

国土交通省(２０１４）

５. システムとしての早期探知と危険性予測

危険性が低いタマゴ
危険性が高いタマゴ
危険な降水セル

危険性が極めて低い降水セル
その他（本研究の対象外となる体積の大きな降水セルなど）システムの構成 自治体と実現したい夢のシステム

早期探知と
危険性予測

自動追跡
移動予測

親水公園のサイ
レン灯が回る

現業化されたシステムのプロトタイプ

地上で降雨が開始され始めたころには
すでに上空で危険なセルと予測している


